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   クラブ会長 山田 芳之 

主題 ： もう一度、持続可能なクラブ運営と活性化を目指そう！ 
Let's move toward sustainable club management and revitalization! Once more. 

クラブ役員及び各委員長 

会長 山田芳之 メネット会長 時任かな子 

副会長 湯田裕憲 地域奉仕・環境委員長 森博之 

〃 上村眞智子 ＥＭＣ委員長 時任幸四郎 

書記 小重千代美 Ｙサ・ユース委員長 蠣原郁子 

〃 小堀鈴代 ファンド委員長 中山順博 

〃 田中智子 交流委員長 上村眞智子 

〃 湯田裕憲 ドライバー委員長 前田香代子 

会計 堀川和幸 ウェルネス委員長 金澤知徳 

〃 古閑恵子 広報・ブリテン委員長 上野雄大 

〃 野村憲一 担当主事 加藤泰文 

監事・会計監査 由富章子 直前会長 中山順博 
          

1 月例会記録 ニコニコファンド 

在籍会員数 31 名 メネット 4 名 1月例会 

 

\20,681 

 例会出席 24 名 ゲスト 1名 

メーキャップ 1 名 ビジター  名 
累計 \36,378 

出席率 80.6％ コメット    名 

～L.L.ジェーンズとジェーンズ邸～ 
L.L.ジェーンズは熊本洋学校教師として、熊本バンド

のメンバーをはじめ、多くの優秀な若者を世に送り出し
ました。ジェーンズワイズメンズクラブは、ジェーンズ
の献身的な奉仕の業と功績に敬意を表し、その名を冠に
戴いた社会奉仕団体です。 
2016年の熊本地震で全壊したジェーンズ邸は、2022年

に水前寺江津湖公園へ移転して復元整備されました。 

国 際 会 長 主 題  “Let Your Light Shine “ 
輝かそう、あなたの光を ／Urlik Lauridsen（Denmark） 

アジア太平洋地域会長主題  “Be the light for change “ 
変革のための光となろう ／利根川恵子（東日本区・川越クラブ） 

西 日 本 区 理 事 主 題  “Let’s illuminate the light of hope for the future “ 
未来に灯そう希望の光り ／深谷聡（名古屋クラブ） 

九 州 部 部 長 主 題  “Let’s take off naw  Wind blow from Kyushu” 
今こそ動き出そう 九州から風を ／中西賢一（熊本にしクラブ） 

NO.504 

      

   

日時：202４年２月１３日（火） 

  会場：ホテルキャッスル 

司会：小堀鈴代ワイズ  

 

 １ 開会宣言・点鐘       山田会長 

２ 「いざたて」        全員 

３ 会長挨拶          山田会長 

４ ゲスト・ビジター紹介 

５ ハッピーバースデー＆アニバーサリー 

６ TOFって？その献金の行く先は… 

             森地域奉仕環境委員長 

７ 交流報告  

～台湾・台北ユニオンクラブとの交流～ 

             山田会長 

             上村交流委員長 

             前田ワイズ 

８ 食前感謝          加藤担当主事 

  ～食事・諸報告～ 

9 留学生の発表 

10 「なごりはつきねど」    全員 

11 閉会宣言・点鐘       山田会長 

 

＜ハッピーバースデー＞ 

山田優子  20日   

 

＜ハッピーアニバーサリー＞  

対象者なし 

CHARTERED 1987 

２月強調月間 
TOF・FF/世界で飢餓に苦しむ人を想い、TOF 献

金を！ 

川口恵地域奉仕・環境事業主任（名古屋） 

 

 

 

 

わたしたちは知っているのです。苦難は忍耐を、忍耐

は練達を、  練達は希望を生むということを。                                 

ローマの信徒への手紙 5 章 3-４節 

 

これはパウロという方が、ローマにいる信徒へ送っ

た手紙の一節です。苦難とは、私たちを襲う苦しみで

す。忍耐は「期待して踏みとどまる」とも訳されます。

また、練達は「確信」とも訳されます。ここは神との

平和(神との関係)を得ているので、苦難の中でも期待

して忍耐することができ、その中で確信が与えられ、

それが希望となるということです。 

私たちは、熊本地震を経験し、苦難、忍耐、そして希

望を得て、今を生きています。能登半島地震におい

て、支援活動を始めました。熊本地震での YMCA の

経験を活かすべく、現地で被災された方々とともに、

忍耐、練達、希望へとそっと寄り添っていきたいと思

います。 

 

 

 

今月の聖句  

（能登半島地震募金へ） 
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         第３7 代会長 

        山田 芳之 

 

◇主題 

         もう一度。 

          持続可能なクラブ運営と  

          活性化を目指そう！ 

 

今期も残り５ヵ月を切りました。次期以降の会長

もほぼ決定、内定しており、私の気持ちは非常に楽に

なりました。また、事業関係もＹサ、地域奉仕、ＥＭ

Ｃ、ウェルネス事業すべてにおいて皆さんのお陰で

予定通りに進みそうです、素晴らしいメンバーに恵

まれたと心底感じています。今しばらくのご協力を

お願いします。 

今年元旦早々に令和 6 年能登半島地震が発生しま

した。（前月の会長通信には間に合いませんでした。）

映像では、東日本大震災と同じように津波が起こり、

家屋や車が流される様子が映し出されました。さら

には阪神淡路大震災のように輪島で大火災が起きま

した。家屋倒壊の様子を見ていると、熊本地震よりも

被害が大きいように思えました。その後の連続した

余震も、熊本地震を思い出して恐怖が蘇りました。熊

本は九州のへそで支援は割と早くできましたが、能

登半島は交通の寸断や支援活動の障害が大きいと感

じています。 

熊本ＹＭＣＡはすぐに街頭募金を行い、また避難

所へ運営アドバイザーを派遣しました。ワイズメン

ズクラブ西日本区もすでに 200 万円を支援金とし

て寄付済みです。わがジェーンズクラブも 30 万円

を支出しました。このような非常事態には“即時”が

大事、ワイズやＹＭＣＡの即時行動には頭が下がる

想いです。 

さて、本日はＴＯＦ例会。Time of fast （TOF）

は“断食の時”1972 年から始まりました。一食で

良いから、食事を抜いて、その分の費用を恵まれない

人、世界で飢餓に苦しむ人々のために献金しましょ

うというものです。しかし今の時代では断食は難し

い、私も血圧の薬を飲まないといけないので、いつも

より安価なカレーライスに代えて献金費用を捻出し

ます。この機会を通じて、貧困に苦しむ世界に心を馳

せるのも良いかもしれません。 

また恒例になりましたＹＭＣＡの留学生スピーチ

と奨学金進呈候補選びも予定しています。 

本日お越しの皆様、最後までごゆっくりと楽しま

れてください。 
 

 

 

 

 

               多久和 扶路子 

楽しかった初の交流会 
「ね、21 日空いてる？」。前田ワイズに声をかけ

られたのは１月例会での受付。スケジュール帳を開

きながら「空いてますよ」と答えると、「台北ユニオ

ンクラブとの交流会に参加しない？」と誘っていた

だきました。おもしろそう♪「参加します！」と即返。

そしてハタと気づいた。言葉どうする？喋れないけ

ど。 

 当日。御一行様は水前寺成就園へ。私はお弁当受け

取りなどで早めに YMCA へ。日本語学校の先生と生

徒さんと机を並べたりしながら、ワイズメンズクラ

ブと留学生との関係について教えてもらいました。

そうこうしていると、窓から電停を見ていた人が「降

りてきたよー」と。まるで有名人が市電から降りてき

たような盛り上がりの教室。 

どんな感じなのだろう？ かしこまった雰囲気か

な？ 台湾の人ってどんな感じ？ 急ピッチで色々

な事が頭の中を駆け巡っていたのですが、教室に入

ってこられたら、そんな事は吹っ飛びました(笑) 台

北ユニオンクラブの皆さん、とっても明るくてフラ

ンクで優しい！ 熊本城を巡る時は、「ARIGATOU」

という言葉が飛び交っていました。私たちが忘れが

ちになっている「思いやり」や「譲り合い」が普通に

流れていました。 

 

会長通信 台北ユニオンクラブ交流記 
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夜の懇親会の頃には、英語と日本語とスマホとジ

ェスチャーと漢字を駆使して、通じているのか通じ

ていないのかわからないけど、なんとなく言ってい

る事は大枠でわかるように…(笑) 

今回、初めて他のクラブとの交流会に参加させて

もらいましたが、あの時、前田ワイズに声をかけても

らってほんとうに感謝です。交流を通して、旅では感

じられないその国の良さや人柄の良さを肌で感じる

事ができ、深く知る事ができました。改めて、人類み

な兄弟、国や言葉が違ってもみんな一緒なんだなぁ

と思いました。言葉など“壁”を作っているのは案外

自分の気持ちなのだと。とは言え、やっぱり言葉が喋

れるともっと楽しい交流ができたのでは…。 

という事で、今回の交流で学んだこと。『国際交流

は度胸が大事！言語は大事！』。来年のアジアエリア

大会までには、英語と中国語をある程度はマスター

していようと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前田 香代子 

台湾のクラブがやってきた 

去る、1月 18日～22日まで、4泊 5日で台北ユニ

オンクラブのメンバー11名が来熊されました。到着

された日は、私も YMCA常議員会議があり、空港ま

では行けませんでしたが、会議後にホテルロビーで 

メンバーと会うことができました。数名はお正月の

台湾マラソンでお会いしていたので再会です。ジェ

ーンズクラブとの交流は 20日、と決めておりました

ので、それ以外は皆さん自身が企画されての小旅行

となりました。 

 初日は高千穂へ、神社などのパワースポット巡り。

ランチはなんと流しソー

メン。そのエンターテイ

ンメント性に一同大笑い。 

ジェーンズとの交流の

翌日は、阿蘇へ。この日

は、上村ワイズ、蠣原ワ

イズも参加されてとても

賑やかでしたが、 

お天気が雨と霧で、山頂

はガスの為立ち入り禁止、

草千里は幻の中でした。

とにかく寒かった。 

 最終日、一行は柳川へ。

私は残念ながらこの日は

帯同できず、熊本駅を出

るバスを見送ることにな

りました。 

台湾のワイズメン、メ

ネットは本当に親日家が

多く、震災の時も一番に

手を差し伸べてくださっ

た方々です。私の上司、

チャーミン・シェン直前

アジア太平洋地域会長

（台湾）が、紹介してく

れた縁を大切に繋いでい

けたらいいなと思って

います。4 月は台北ユニ

オンクラブの 40 周年だ

そうです。熊本⇔台湾も

とても便利ですので、ぜ

ひ大勢で遊びに行きま

しょう。食べ物も美味し

いですよ。 
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担当主事 加藤 泰文 

１．【YMCA】熊本バンド 14８周年早天祈祷会 

◯早天祈祷会 

 日時：2024 年 1 月 30 日（火）6:30～7:30 

 会場：花岡山山頂 熊本バンド奉教趣意書之碑前 

 奨励：「命を受ける」 村上 みか氏 

（同志社大学神学部教授） 

第 147 回熊本バンド早天祈祷会が開催されまし

た。 

「命を受ける」と題し、同志社大学神学部教授 村上

みか氏より奨励をいただきました。ジェーンズの弟

子たちが花岡山にて、自身の想いを信じ、行動を起こ

したこと決意を分かりやすくお伝えいただき、熊本

YMCA の源流に触れることができました。早朝の寒

い中、ご参加いただきました皆様、ありがとうござい

ます。 

◯ボランティアデー 

 日時：2024 年 1 月 27 日（土）9:30～11:00   

会場：花岡山山頂 奉教趣意書之碑前 

早朝より熊本バンドの一週間前のランティアデイ

清掃活動を行っていただきました。ジェーンズクラ

ブの皆様をはじめ、熊本草葉町教会の皆様、ご家族の

皆さん、熊本 YMCA 学院の医療秘書科学生の方など

一時間余り、熊本駅裏の花岡山の清掃活動にご奉仕

いただきました。花岡山山頂付近一帯がとてもきれ

いになりました。ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．【YMCA】能登半島地震避難所支援活動報告会 

1 月２９日（月）に、能登半島地震避難所支援活動

に参加した中村職員、大久保職員より報告会を行い

ました。オンライン含む、４０名に上る方々にご参加

いただきました。

各メディアの取材

もありました。 

いしかわ総合スポ

ーツセンターの避

難所アドバイザー

として派遣。1.5次

避難所として運営されており、日々、数十人から数百

人の出入りがある避難所で、要介護の方々が増えて

きている避難所において、長期的なケアの必要性が

報告されました。内閣府より日本 YMCA 同盟に 1

月末までの避難所アドバイザーの要請でしたが、延

長され、2 月も継続して行います。一日も早い復旧

復興のために、避難された方がにそっと寄り添い、支

援活動を行ってまいります。今後もご協力のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

 

３．【YMCA】ピンクシャツデイ（2 月 2８日） 

いじめのない社会の実現を目指し、多くの人がい

じめの問題を自分事としてとらえ、「いじめをなくそ

う」というメッセージを発信し、行動する機会とする

ことを目的として、2 月第 4 水曜日にピンクシャツ

デイを行います。今年は、2 月 2８日となります。

ピンクシャツウィークとして、2 月 13 日（火）よ

り 28 日（水）までアピールいたします。 

一人ひとりが互いの存在を認め合い、支え合い、自

分らしく生きていける社会の実現を目指しましょう。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★留学生のご紹介★ 
 

氏  名 サキャ ビスマ 

出  身 ネパール 

性  別 女性 

年  齢  

来日時期 2022 年 4月 

日本語力 2023 年 7 月に 

N2 合格。 

同年 12 月に N1 受験したが惜し

い結果で不合格。 

熊本ジェーンズクラブとの交流会にも参加 

 

氏  名 ラマ アリナ 

出  身 ネパール 

性  別 女性 

年  齢  

来日時期 2022 年 4 月 

日本語力 2023 年 7 月に 

N2 合格。 

同年 12 月に N1 受験したが惜し

い結果で不合格。 

2023 年 9 月に実施したスピーチ大会優勝者 

 

ジェーンズクラブから山田会長、時任、前田、森が参加 
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書記：小重千代美 
 
日時：2024 年 1 月 26 日（金） 

19：00～21：00 

場所：YMCA 本館     

出席者：山田会長、湯田、前田、森、小堀、小重、 

蠣原、古閑、上村、時任、堀川、千代盛、 

加藤担当主事 計 13 名  

      

【連絡報告】      

１、1 月新年例会 1 月 9 日（火） 

出席者：メン（24 名）、メネット（4 名） 

ゲスト（1 名） 計 29 名   

社会人落後家の金木犀茶々氏（工藤彩友美氏） 

  の卓和と落語。25 周年行事の時、ジェーンズバ 

ンドで歌を担当した方と知り、全員で歌・振付を 

し笑いで始まった楽しい新年例会が行われた。 

    

２、台湾・台北ユニオンクラブとの交流 

1 月 20 日（土） （別紙参照） 

高千穂、柳川、阿蘇、水前寺公園、熊本城の

観光案内を感謝され、また YMCA 本館での昼食

会、城彩苑ぎんなんでの夕食会等でも良い交流

が出来た。 

お菓子と記念品を頂き、ジェーンズワイズク

ラブからもお菓子のお土産を用意した。 

4 月 20 日（土）台北ユニオンクラブの 40

周年例会への参加お誘いを受けた。 

 

・４クラブ合同新年例会  1 月 10 日（水） 

   出席者：中山交流事業主査、前田、森 

   N・スピリットがホス

トクラブ、熊本にし、水前

寺、阿蘇の４クラブ合同

の新年例会がニュースカ

イホテルで開催された。 

 ３月開催の留学生支援

チャリティー例会をアピールした。 

       

【行事確認】      

別紙レジメの通り。    

    

【協議・承認】     

    

１、２月 TOF 例会について （別紙参照）  

YMCA 留学生の発表としてサキャ ビスマさ

んと、ラマ アリナさんのお二人のスピーチ。 

     （承認） 

 

２、３月 200％例会について   

YMCA 留学生支援の『MICA チャリティーデ

ィナー例会』開催。 

 

ドライバー委員だけでは人数が足りないので、

役割分担を行う。留学生支援の為、多くの方に参

加してもらう。           （承認） 

 

・西日本地区 Y サ・ユース事業申請書について 

（別紙参照） 

交流会や食料品支援などを、次期以降も継続し

ていく必要がある。 

今期は 3 月卒業式に奨学金・記念品贈呈、以

後、交流花見会（清掃活動と併せて）、交流茶和会

などを計画。             （承認） 

 

３、能登半島地震被災者への支援金について 

ファンド会計から 30 万円の寄付をする。 

（承認） 

       

【その他】      

１、YMCA より    

1 月 29 日（月）能登半島災害支援報告会 

1 月 30 日（火）早天祈祷会のご案内 

 

２、その他      

  ・毎年恒例の花見は、今回は清掃活動と併せて計

画中。清掃は段山から熊本城域の無料区域のご

み拾い。ワイズデーの位置づけとして、留学生

及び学院生と一緒に清掃活動をしたあとに花

見の宴に招く。 

・会則及び旅費規程で、アジア大会・世界大会等

旅費の見直しについて、旅費委員会を立ち上げ

る。委員を選出し2月第二例会から話し合う。

   

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第二例会報告 

２月 行事予定 
２月１３日（火）ジェーンズ２月ＴＯＦ例会 

（ホテルキャッスル） 

２月１６日（金）ジェーンズ役員会（Zoom） 

２月２２日（木）ジェーンズ第二例会 

（YMCA本館 ※日程変更） 
 

ワイズソング  
 
いざたて 

 １．いざたて 心あつくし 手を挙げ 誓いあらたに 

   われらの モットー守る ふさわしその名ワイズメン 

   絶えせず めあて望み この身を 捧げ尽くさん 

 ２．歌えば 心ひとつに ともがき ひろがり行きて 

   遠きも 近きも皆 捧げて 立つやワイズメン 

   栄と 誉れ豊か まことは 胸にあふれん 

 

なごりはつきねど 
  なごりはつきねど 集いは果てぬ 

  今日ひと日の幸 静かに思う  

  むーーーーーむーーーーー 

 

ＹＭＣＡの歌 
 １．若人の あつきいのりは 百年の歴史をつづる 

   とこしえの のぞみにもえて さかえあり 

   ＹＭＣＡ われらまた こぞりて起たん 

 ２．開拓の みむねかしこみ 福音のみ旗は進む 
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１月新年例会報告  

《編集後記》昨今の熊本ニュースといえば台湾関連。台湾企業の日本進出に伴う経済効果や課題となるインフラ設備や環境面に対

する配慮等、今後熊本はどのように変わって行くのだろうと考える中、直接交流した上での親日を伺えることでなんとなく安

堵します。今後も活動を通じて交流を深め、想いを共有していきたいものです。         ／ブリテン委員会より  

司会：蠣原 郁子  

1 月新年例会は 9 日、キャッスルにて『笑顔は世界の共通語』のサブタイトルのもと 

社会人落語家、金木犀茶々さんを迎えてスタート。彼女は熊本 YMCA 生涯スポーツ学科 

の卒業生で山鹿出身。小噺、落語でジェーンズのメンバーをいっぱい いっぱい笑顔に 

してくれました。例会の途中で気が付いたのは、我がクラブの 25 周年パーティの際 

ジェーンズバンドと歌で共演してくれていたこと。今回も落語のあと 素晴らしい 

歌唱を披露してくれて、最後には“YMCA“もみんなで合唱。 

新春にふさわしい楽しい例会でした。 

  

 


